
海面上昇に対応した戦略的なシステム構築イメージ

　　

 ①地球温暖化による
   海面上昇量の観測
 ②地盤変動量の効果
   的な測定
 ③データ整理手法の
　 確立と観測・監視
　 体制の充実
 ④適切な予測の実施

海面上昇への戦略的なシステムの構築

 海面上昇量の継
 続的・定量的な
 把握及び予測

　沿岸域に関係する諸施策への海面上昇の影響と対策の反映

沿岸域における諸施策との連携

【施設を中心とした対策】

《具体例》
・海岸、河川堤防等の新
　設、嵩上げ等
《特　徴》
・継続した土地利用が可能
・自然環境等への影響あり

【土地利用の変更等を
     中心とした対策】

《具体例》
・建築様式の変更、土
　地利用の制限等
《特　徴》
・被害の軽減効果が大
・社会経済的な影響大

【防災体制の充実等を
　　　　　中心とした対策】

《具体例》
・ハザードマップ、防災スー
　ションの整備等
《特徴》
・短期かつ低費用で対応可能
・被害の軽減効果が不確実

地域特性

自然条件

費用対効果

施設整備
状況

適切な組み合わせによる効果的な対応策の検討

 関 係 機 関 の 連 携 に よ る 対 策 の 実 施

国　　 民　　 の　　 合　 　意　　形　　成

 全国的な情報集約及
 び情報発信に関する
 仕組みづくリ

情 報 公 開

パブリック・インボルブメント等の実施

海面上昇に対する対策の必要性について国民の認知
 ①海面上昇量の観測値
   及び予測値
 ②海面上昇による国土
   保全･環境･利用への
   影響

海面上昇に関わる諸
データの情報発信 国民に対する海面上昇による危機意識の啓発

提示 見直し


